
2021年度

和歌山県

12:30～13:00 受付

13:00 開会

13:10～14:15 基調講演 濱田 健司氏

ＪＡ共済総合研究所調査研究部主席研究員（日本農福連携協会顧問）

14:15～14:30 休憩

14:30～15:50 事業所報告

①社会福祉法人つばさ福祉会 エコ工房四季 管理者 平原 正雄氏

②特定非営利活動法人 ふれあい作業所 管理者 巽 都喜彦氏

③社会福祉法人きのかわ福祉会 ふるさとファーム 管理者 津田 純一氏

④社会福祉法人一麦会 はぐるま共同作業所和の杜 管理者 大中 一氏

15:50～16:10 行政報告 和歌山県福祉保健部障害福祉課

16:10 閉会

近年、注目と関心が増している農福連携事業は、障害者の農業分野

での活躍の推進と農業における高齢化や労働力不足、それに伴う耕作

放棄地等の課題解決をめざすことで双方の利益が生まれることに期待

が集まっています。和歌山県でも農業分野に参入している障害者就労

施設や、参入を検討しているところも少なくありません。本シンポジウム

は、農福連携を推進すべく、多くの方々にその理念や実践事例等を広く

知っもらうための講演会として開催します。

とき 2021年４月20日（火）

受付 12:30 開会 13:00

ところ 和歌山県ＪＡビル
2F 和（なごみ）ホール
和歌山市美園町5-1-1

■参加定員 会場 50名 （和ホールは定員300名の会場）
■参加対象 農業者、ＪＡ職員、障害者就労施設等関係者、行政職員等

■参加費 無料

■参加申込 和歌山県セルプセンター 締め切り 2021年4月9日（金）

基調講演講師
濱田 健司氏
（ＪＡ共済総合研究所 調査研究部主席研究員）
1969年生まれ。ＪＡ共済総合研究所主席研究員(日本
農福連携協会顧問)。博士（農業経済学）
農林水産省農林水産政策研究所客員研究員などを務
める。農水、厚労両省を橋渡しするなど農福連携の
最前線で活躍。日本各地で講演し、農福連携の先を
見据え、新たな「里マチ」づくりへと結びつく農福
「商工」連携の可能性を求めて奮闘中。

チャレンジド工賃水準倍増事業については、ホームページに掲載
https://selpchallenged.com/index.html

問い合わせ 申し込み

一般社団法人和歌山県セルプセンター

〒640-8331 和歌山市美園町5丁目4-6
TEL : 073-499-6142 FAX : 073-498-6980
✉ selpwakayama@gmail.com

日程

■主催 和歌山県
■協力 JA和歌山中央会（JAグループ和歌山農業振興センター）

オンライン開催もいたします。
■定員 100名

■環境 インターネットが繋がるＰＣ、タブレット、スマート

フォンで、マイクとカメラが使える環境をご用意ください。

※Wi-Fi環境でのご参加をお勧めします。無料TV会議システム「Zoom」

をインストールしてください。（アカウントの作成は不要です）

オンラインも同時開催

シンポジウム
テーマ「農福連携の広がりと期待」
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所属

農業関係者

ＪＡ職員・
行政職員等

障害者就労施設
関係者

　

　

　

　

　

　

主な農産物

所属

□就労継続支援A型
□就労継続支援Ｂ型
□その他

 E-mailアドレス
オンライン参加の方、
必須

会場 和歌山県JAビル　和（なごみ）ホール

　
　　　　　オンライン参加
　　　　無料TV会議「Zoom」

　お申込み受付後、受付完了メールを送らせて
いただきます。受付完了メールが届かない場合
は、お手数ですがメール、お電話をお願いしま
す。4月13日には、招待メールを送信いたしま
す。

〇印をご記入ください

開催日 2021年4月20日（火）12:30 ～16:10

団体名 個別質問参加者所属

一般社団法人和歌山県セルプセンター　〒640-8331　和歌山市美園町5丁目4-6　TEL　073-499-6142　

FAX受信の確認 □返信のFAXを希望　　　　　　　□返信のFAX不要

住所 〒

連絡先 　TEL　　　　　　　　　         　　　　　　FAX

参加者氏名

その他 　 　

締め切り2021年4月9日（金）
FAX 073-498-6980

2021年度 和歌山県

農連携シンポジウム

会場参加


